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(透水性材料、半透水性材料、骨材)

★常落混交広葉樹林の復元・整備（原石山跡地）

・原石山跡地は形状に配慮し、改変地や水没地内
の表土等を活用して、常落混交広葉樹林として
整備する。

★地質調査のための横坑を活用したねぐら環境の
　整備

・原石山に掘削された地質調査のための横坑を活
用し、コキクガシラコウモリのねぐら環境とし
て整備する。

★曝気循環施設の設置

・江川ダム貯水池に曝気循環施設を設置し、温水層
を取水口の水深まで確保し、水位の低下に伴う取
水口の切替時の同ダムの下流における急激な水温
の低下を緩和する。

・寺内ダム貯水池に曝気循環施設を設置し、温水層
を下段ゲートの水深まで確保し、選択取水設備の
取水範囲を超える水位の低下時の同ダムの下流に
おける急激な水温の低下を緩和する。

★建設副産物の発生の抑制
★建設副産物の再利用の促進

★河川沿いの斜面の整備

・現況でも利用されている江川ダム貯水池上流
端と小石原川ダム堤体下流端の間の河川沿い
の斜面の復元等、哺乳類等が水辺へ近づきや
すく、渡河しやすい環境へと整備する。

★仮排水トンネルを活用したねぐら環境の整備

・仮排水トンネルを活用し、コキクガシラコウモ
リのねぐら環境として整備する。

★直接改変の影響を受ける個体の移植を行う

・直接改変により影響を受けると考えられる種子植物・シダ
植物の重要な種について、生育個体の確認地点における
生育環境調査の結果等を基に生育適地を選定するととも
に、種毎の生態等を踏まえ移植適期に移植を行う。

★生育確認個体から種子を採取し、播種を行う

・直接改変により影響を受けると考えられる種子植物・シダ
植物の重要な種について、生育個体の確認地点における
生育環境調査の結果等を基に生育適地を選定するととも
に、種毎の生態等を踏まえ播種適期に播種を行う。

★幼虫の移動

・オオムラサキについて、改変されないエノキ生育地及び
新たに植栽されるエノキ生育地に幼虫の移動を行う。

★渓畔林・常落混交広葉樹林・湿地環境・草地の復元・整備
（建設発生土処理場跡地）
・建設発生土処理場跡地の一部を利用し、改変地や水没地内
の表土等を活用して、エノキ、ケヤキ等からなる渓畔林と
して整備する。

・建設発生土処理場跡地の一部を利用し、改変地や水没地内
の表土等を活用して、常落混交広葉樹林を整備する。

・建設発生土処理場跡地の一部を利用し、流入支川の沢水等
を活用して、樹林に囲まれた湿地環境を整備する。

・建設発生土処理場跡地の一部を利用し、改変地や水没地内
の表土を活用して、播種を行い、ミヤマチャバネセセリの
幼虫の食草となるススキ等の生育する草地として整備す
る。

★建設発生土処理場の斜面の整備
・建設発生土処理場跡地を利用し、植栽、水際部の緩斜面化
等により哺乳類等が水辺へ近づきやすい環境を整備する。

★エノキの復元・整備
・建設発生土処理場跡地を利用し、改変地や水没地内の表土
等を活用して、オオムラサキの幼虫の食樹となるエノキを
植栽する。

★地質脆弱部の透水性を低下させる工法の採用

・断層破砕帯等の地質構造上の脆弱部においては、透水性
を低下させるために止水材注入工法を採用する。

★地質脆弱部を乱さない導水路掘削工法の採用

・断層破砕帯等の地質構造上の脆弱部を極力乱さない導水
路の掘削工法を採用する。

★水密性を高めた導水路覆工構造の採用

・導水路と断層破砕帯が交差し、発生した岩盤のゆるみに
周辺から地下水が集中湧水する場合、地質状況に応じて
水密性を高めた覆工構造を採用する。

★貯水池法面の樹林の保全（常時満水位以上の樹林の保全）

・貯水池の常時満水位以上の標高は樹林の保全を図る。

★工事用に施工した湖畔の進入路の残置

・工事用に施工した湖畔につながる進入路
を残置させ、水辺へ近づきやすい環境を
整備する。
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